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WINDSCAPE
RENOVATION OF THE URBAN SQUARE USING WIND ANALYSIS
近藤有希子
Yukiko KONDO
主査　下吹越武人　　　副査　浜田英明・赤松佳珠子　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
 I thought 1 frame of the abundant expression expressed to a natural environment as "flow of a wind" 
could be cut oﬀ  by the construction form. The theme is to realize adaptation to environmental elements of 
architectural form,and grope for invisible and dynamic "wind" against the issue of urban development called 
the strong wind ampliﬁ ed by skyscrapers.
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環境要素である風と建築は切り離せない関係にある。
　風という不可視かつ動的なものの一コマを建築形態で切り取ることで、建築形態の環境的要
求を充足させていくデザインができるのではないかと考えた。日本にとどまらず、世界でも風
公害問題は多く見受けられる。風を形態化させる試みは、この問題を解決する糸口の一端にな
るのではないだろうか。
　「風と建築」という設計の根幹にあるテーマを研究し手法として取り入れることで、多様な
アクテビティと人の居場所になる建築を設計する。
　ビル風は、1 国内に超高層ビルが相次ぎ建設された
頃に社会問題化されるようになってきた。それに伴い
様々な研究が今もなお進められており、建物を千鳥状
に配置したり建物の建築形態そのものに凹凸をつけた
りすることで、ビル風が緩和されることが分かってい
る。
　風を形態化する試みとして、谷
中と葉山の地形に流れる風に着目
した。ここは、特徴的な都市地形
と、小さな粒の建築が集まってい
る場所である。ここを具体例に解
析を行い都市に流れる風の可視化
ができるかの試みを行った。また
この時、形態の可視化を都市にか
かサーフェスとしてアウトプット
させることで、風を都市に形態と
して可視化させることが可能とな
り、風と都市との新たなつながり
と見方だできるようになる。
　
3-1. 風を形態化する試み
1. はじめに
2. 風の通り道 3. 手法
葉山の風の形態化
へのこころみ
風の通り道
表面に凹凸をつける千鳥配置による風緩和
　以上のような空間の作り方で、対象エリアを都市開
発により風問題が起きている中野に選定し、対象敷地
をキリンビバレッジ本社の足元で公園との中間領域で
あり、とくに突風が吹く風害が巻き起こっている公開
空地部分とした。
　ブラックボックス化されたオフィスと足元に広がる
公園を繋ぎ、建築自体も開かれ広場化されたランドス
ケープのような建築を提案する。この形態は風のヒエ
ラルキーをうみ、微細な環境差を読みとき、様々なア
クティビティを誘発・接続させる。
　ビル風対対策の一つである壁面に凹凸をつけること
による風速低減効果とサーフェスによる可視化から風
が吹き布が揺れ、ドレープ上に形作られる様子を思い
浮かべた。静止状態にあった布は、強い風かあたると
大きく揺れ、弱い風が当たるとわずかに揺れる。この
形状を作る概念を建築形態に応用させることで、風環
境を改善するとともに、思いがけない空間が次々と表
出し、多様なアクテビティと居場所を創出することが
できた。
4-1. 基本情報
4-2. 建築構成・プログラム
3-2. 風の建築形態化へのこころみ
4. 設計概要
　風によって形態付けられていくこの建築は、風環境
をほぼ平常化させる有効な形態の１つとなり、風害へ
の消波ブロックのような役割を果たす建築の構築が可
能となる。そのうえ、風解析をすることにより、建築
形態を決定する根拠になる絶対的可能性がある。
　目に見えない動的な風と建築を結びつける可能性の
あるこの手法を、これからも考えていきたい。
　修士設計の指導教官として、下吹越武人教授に修士
１年のころから「環境と建築」の関係を考えさせられ、
実際に触れる機会を与えてくださりありがとうござい
ました。また手法を組み立てる上での方針などのアド
バイスを頂きました。ならびに、お忙しい中丁寧かつ
熱心なご指導をして頂いた大野秀敏先生・赤松佳珠子
教授・浜田英明教授にも大変お世話になりました。
　私の関心と問題意識から始まった今回の提案を、否
定することなく叱咤激励し続けて下さった先生方に、
この場を借りてお礼申し上げたいと思います。
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